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規
制

 

•
 
i 

, 

, 

西

(
一

ニ0

. 

■ 

0 

.

.
- 

- 

-

:
 

.

が
"

從
來
の
過
大
都
市
現
象
で
あ
、つ
た
。
戯
遨
的
な
表
現
を
州
ふ
れ
ば
、
，チ
ョ
ン
マ
ゲ
で
ヮ
ラ
ジ
ば
き
で
戾
つ
ぱ
し
よ
り
の
日
木
人
が
自 

-
動
取
飛
行
機
ビ̂

デ
ィ
シ
グ
の
世
界
に
生
活̂

て
ガ
タ
の
で
あ
つ̂

''
'

:
 

; 

,

.•,
•

•

,■
•

.

-

-

.

:.
•

故
P

此
の
.混
亂
か
ら
の
：脫
却
は

1
4
.

つ

：の

方

法

が

、指

示

さ

れ

る

。
，
，
そ

の

-

 ̂

つ
は
：新

し

き

機

糨 

.

.

.へ
全
.面
的
に
%

衍
す
る
方
法
で
泳’

。
,.

若
し
前
者
の
方
法
が
ー
と
ぢ
れ
石
と
ず
れ
ば
人
カ
車
や
中
馬
車

#

の
は
自
轉
車
、
乃
至
は
路
.面
電
車 

:で
濟
す
4

い
.
ふ
事
2

な
り
、.
.之
れ(

に

對

應
.1
,

て
は
丸
之
內
の
篇
脣
ビ
；ル
デ
ィ
ン
グ
街
は
，不
適
當
ど
な
り
、

.

從
.つ
て
東
京
ひ
中
、心
か
ら
三
十 

.

.哩
五
：十

哩
-1

離
れ
?:

地

點
.-
>

淅
南
地
區
や
大
宵
千
葉
方
面
は
、
何.十
年
鲂
と
同
5

様
に
遠
出
ひ
土
地
と
な
り
、
\
從
つ
て
策
京
の
都
市
と
し 

て
の
.娜
域
毛
舊
市
內
の+

五
區
が
康
大
極
服
と
な3

で̂

ら
ぅ
。'P

か
し
が
、フ
し
だ
解
決.は
>

つ
ま
4

歷
臾
の
進
步
ト
文
字
通
り
に
遂
行.
 

—

甘
4

解
決
ば
'1
£

し
き
方
哉
で
は
な
い
。
悲
慘
龙
る
戰
傲
1

^

つ
て
其
.の
^

^

ッ
|

1

が
昭
和
五
年
頃
の
狀
態
に
立
戾
ら
ね
ば
な
ら

.

.

1
.
. 

. 

-
* 

. 

. 

- 

J
- 

■

.

ぬ
と
は
，

W

へ
：、
：
.

上
記
の
.途

.1
T

的
解
決
を
望
む
の「
は
唯
•に
ニ
つ
の
.
ユ.
丨
ト
ピ
ア
に
過
ぎ
な1;
^

さ

れ

ば

淺

さ

れ

た

も

、プ
：
ー

.

っ
.
'
の

解

決

方

法

ほ

パ 

歷
史
め
進
行
に
應̂

て
前
進
的
に
解
決
を
求
む
可
き
で
あ
欠
.
そ
れ
に
は
市
民
が
內
外
心.身
北
ハ
に
チ
：
3

.ン
マ
ゲ
や
ヮ
ラ
ジ
を
捨
て.る
，事
で 

虑
り
.
”

^
度

文

化

に

對

す

る

：生

活

欲

漱

.を

飛

烈

，に

保

つ
.*

で
':
4

る
0

.
日
本
の
#

干
-?
6

.
を
促
進
^

せ
る
爲
め
に
封
建
性
よ
り
速
か1C
1

脫
却
す
.，
 

:
を
必
要
の
あ
る*

は
泚
'の
鄭
で
も
同
じ>

あ

：る
ゾ
'

:

'

.

,

.

7

t

 

■

' \

 
■

 

-
.
,

• ■
-

 

.
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.
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\

.
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,

.

.

.

 '

.
,

(

1

5

'
 

:

.

:

:

■

■

,'
- 

.
'
. 

ハ
：
■■
.

一
 

.

I

•

- 

■: ■ 

. 

. 

. 

:
 
-

•

.

'

■

•

 

■ 

■ 

• 

, 

. 

. 

'
*

, 

.
、

.

t 

J
. 

' 

■ 

.

.

.

.

•

.

.
■

*

:

 

. 

V
6 

\

:

.'
/
 

- 

' 

• 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

,

'
.
.
.
. 

■ 

• 

' 

.

■'
:

'.
.

次
に
問
題
を
全
べ
別
の.
方

面

か

ら

眺

め

て

み
：：

よ

、、
フ
。

ぞ

^

ゆ
>

都
|1
3
.
.の
人
邙
遗
は̂
;

ぅ
じ
て
決
ま
る
か'
と
.
'い
ふ
課
骚
で
あ
る°

之
れ
，

，

は
人
爲
讲
に
決
定
せ
し
め
る
場
合
も
あ
ら
ぅ
^

'
、
自
然
的
に
決
ま.
.る
場
合
I

あ
-
&
>ン
。
人
爲
的
と
泛
ふ0.
は

、
：
政

治

的

と

^
>
云

ふ

可

き

で

• 

. 

- 

< 

. 

. 

. 

- 

. 

- 

• 

. 

. 

» 

« 

.

.

一'
人

口

集

團

の

大

サ

..を

一

定

に

制

服

し

て

其

の

僧

加

を

許

さ

ぬ

•

と
い
'

ふ
方
法
で̂

る
。(
ト
ー
•マ
ス

•
•
モ

ア

の

ュ

ー

ト

ピ

ァ

は

帘

人

ロ

を

■

,

.鯡
限
し
增
加
す
る
分
は
他
に
分
鲦
せ
レ
め
て
‘
ゐ
る
プ
+
田
園
都
市
む
人
订
を
兰
萬
に
腿
る
と’い
^

主
張
も
呼
じ
型
で
あ
る
。
.或

ひ

は

逆

に,

.

:

-<
.
人
■•ロ
增S

を
招
致
す
る
場
合
も
之
れ-V

同
一
，
の
.方

法

で

あ

る

9

じ
が
レ
此
の
人'爲
的
败
消
的
決
淀̂

^

に
.
.ー
，
つ
，
の

指

令

ゃ

布

$

!
を

以

つ

て

•■
;
 

.

■;

成
就
出
來
る
も
の
で
は
な
い
。
元
來
人
が
ー
.
定
の
±

地
に
定
^

し
て
坐
活
を
す
る
爲
め
に
は
、
.

そ
れ
に
必
要
な
經
濟:»
社

會

的

條

件

が

必
.

1

/
;'
-

.,
‘

.要
で
あ
る
.''
°
:

^
れ
故
に
’
ー.，定
.の
經
濟
.

社
會
的
條
件
が
そ
の
也
地
に
集
ま
る
人
ー
ロ
，群
を
決
定
し
て
來
る
，

.ど
运
へ
る
。.從つて人爲

.
■r

 

、

‘

.へ
的
に
'決
定
す
.

I

合
に
も
、
：自
然
的
に
定f

場

貪
A

-I
l

h
の
根
本
的
f

は
同」

|

 

?

:■ 

.

備
醸
成
^

は
か
る
で
あ̂

ぅ
し
、
後
者
に
あ.
つ
：て
.は

、
條

件

の

：自

然

的

具

«

が
人
ロ
群
を
決
定
し
て
來
る
事
亡
な
る
丈
.
.け
で
あ
る
。

.

■

'

:

.

V
’
：

然
_か
ら
ば
經
濟
•
.社
會
的
め
稂
ボ
條
件
と
は
何
が
。
.
之
れ
を
筆
者
は
そ
の
土
地'
^
 

る
メ
分
析
的
に1K

ふ
な
ら
ば
、

.

-

;

'

•

■

■ 

’ 

：

人
は
そ
の
|

|

1

場
合
、.
；1
ら
に
|

活

機

會

め

獲

得

甚

し

名 

w

f

:

.

: 
:.
.
:

>
办

り

眷

は
.麗
的
家
庭
的
生
活
で
あ
る
が

「

共

に：一
,

定
量
の
經
濟
力
の
存
莅
を
前
提
と
す..る
。
：前
者
で'
そ
れ
が
'資

本

的

形

態

で

.現

は
.

.►
,

れ
.、
資
本
'活
動
の
場
所
と
砍
り
、
:.

後
1#

で
は
甯
.の
集
積
1

し

で

文

化

活

動
.0

場
所
-と
な
り
購
置
カ
の
表
瑰
と
な
る0
.此
の
兩
者
は
本
來
は
ン

..'•

.
• 

.

「

•
•
•
• 

ノ.
.
. 

.

t-
-
. 

: 

.r 

. 

. 

. .
 

.
 

. 

, 

. 

- 

• 

- 

.

. 

• 

• 

. 

. 

- 

. 

'

.

.

共
に
結
合
せ̂-

る
可
き
も'
の.

で.
あ
る
'
が

，
、

現

實

に

は

離

れ

て

：
作

荆

ず

る

。

例

へ

ば

高

度

文

化

を

あ

つ

，
め

.

た.
と
稱
せ
ら
れ
る
、
從

つ

て

最

高
.

.

.：，
.+  

.

.

-

.

.

•の厚生生
活の出來
名大都於
いて、
，

^

^

の
# ：
く
は(

そ
れ
ら
の.

V

の
に
綠
な
き
衆
生f

彼
等
乱
身
は
太
陽
す
ら
な
い
街
：

.

ベ
J

J

m

:

:

.

.

;

,

i
居
の
生
活
、
閑f

樂

し

零
f

 

f

.
し
て
ゐ
4

面

、
ど
：
名̂

:

.
て
ゐ
る
階
曆.
.

.

f他
の
土
.地
に
.
於
か
1
て
得
た
收
入
を
此
の
土
地
に
豐
富
な
購
賀
カ
と
し
て
放
出
0

て
ゐ
.
る
所
謂
不
在
地
主
も
あ
る.

.い

.

,

.

.
づ
れ
に
A

せ
ょ
、
此
の
兩
方
而
に
現
は
れ
る
弊
濟
$

大
き
け
れ
ば
人
ロ-
は
ょ
り
多
く
柒
ま
り_、
そ
れ
が
小
さ
け
れ
は
ょ
り
、少
な
い
人
n

•
_ 

'
を
し
か
養
ひ
保
ち
得
な
い.0
. 

.::

;•
•

1

.

.

.

4

.

V 

.
 

.

,

此
の
經
濟
カ
の
成
立
を
觅
に
分
祈
す
る
と
ニ
つ
に
、分
れ
6

。

一
つ
は
土
地
の
木
源
的
經
濟
力
で
他
の
、
一
つ
は
派
坐
的
經
濟
力
で
あ
る

。

'
 

.

,
 

大
都
市
人n

の
規
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ハ

.
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-

 ̂

z

c

r
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i

I

名

市

<
s

の

观

制

 ̂

.
 

' 

, 

-fc  

,

a
 

i

四〕

本
源
的
經
濟
yj
'-
:

i
は
そ
の
土
.地
の
有
^'

る
資
源
.
{物
的
.，'
人
的y

.

で
^

.，土
地
資
源
及
生
，霧

の

原

始

本 

,«

的
經
形
態
は
^.

作
物
で
あ
ら
う
が
、
之
れ
は
其
の
經
、濟
•的
利
用
^

^

面

積

的-^
用

を

原

則

と

す

る

^

め
.に
之
れ
-̂

中
心

と

す
る
人
ロ,1
|

. 

圈
似
勢
ひ
疎
散
す
る̂

免
れ
な
'
い
。.
故
1

4
村
.の

--
/

?
心
部
が
如
何
に
密
居
的
で
あ
つ
て1

都
市
；趣
の
連
歡.襁

造

を

乾

面

積

に

，及

ぼ

す

事

が

«

. 

來
な
い
0
;
從
.つ
て
#

と
し
て
の
小聚
落
0

形
成
ザ
ら
1

の
が
通
例
於
あ
る0

.;'
^

 

.

.-
,
' 

•

:.■
.

-

.

>

,
 ノ

.

.

..

し
.
か
し
他
の
面
か
ら
間
题.

に
な
&.

の
：は
此
の±

她
坐
產
物
が
，俩
れ
程
め
經
濟
價
値
を
吏
配
す
る
の
か
ど
い
ふ
點
で
、
換
言
や
れ
ば
.全
經 

濟
價
値
量
に..
於
い
て
そ
代
が
占1

る
劄
合.
が
問
題
と
％
つ
て
來
る
.
。
若
し
そ
れ
が
大
で
办
れ
ば
、

(

そ
：し.
て
沘
處
で
陬
題
ど
し
；て
ゐ
る1 :

.

.ぶ
都
市
と
農
村
と
か
め■地
域
性
の
.問
，題
に
結
^:

つ
け
て
.考
.
.へ
.
る
な
ら
ば)

.

そ
.の
生
み
]«
.

:
§

れ
|:
^%

な
.る
慎
値
が
そ
の
土
.他
に
泠
べ
て
何
等 

か
.の
形
^1
{:

變
形
レ
て
活
働
す.
る
な
ら
_

業
以
外
の
.經
濟
的
敗
會
的
契
機
を»

加
し
て
人
ロ
集
画
を
增
大
せ
し1

る
事
が
出
來
る
普
で
、
 

'
、あ
る
。.
然
る
に
池
日
通
ボ
は
、
，農
作
物
の
全
償
隹
直
に
於
い
て
占
め
る
此
率
は
劣
小
ノ
で
、

.
且
つ
そ
.の
.支
配
じ
.得

た

價

値

量

の

少

な

か

，ら

ざ

る 

.
/雜
分
は
そ
の
土
地
、に
蓄
積
又
は
放
出
さ
.れ
な
い
で
他
の
ゼ
地
に
移
さ
れ
て
了
ふ
。；
此
の
最
後
'の
■

が
甞
て
都
布
•

農
村
！

H

濟
論
で
都
市
が
、 

/

鹰
村
'>

搾
取
す
る
と
笑
ば
れ
：
?:

現
象
.

--
£

晶
る
.も
o'

で
^

り
"

又
古
か
ら
ー
衣
ひ
憤
ば
さ
れ
て
ゐ.る
"
農

民

の「

殺
さ
ぬ̂

う
、.
、坐
か
さ
ぬ
P
 

. 

.

うJ

ど
.一
农
ふ
階
級
捧
取
の
事.態
、に̂

當
て
は
ま>

9

點
で
あ
る
？

.

.

.
 

■々

.

•

.

今
日
農
村
及
び
農
民
に
新_

が
豐
富
に
廻
づ
て
ゐ.
.名
.
と
い
ふ
0

.
そ
れ
に
對
レ
て
は
反
對
：の
解8

も
少
く
な
い
が
、
琦
と
云
つ
て
も
農
產 

物
'-
£

咼
懷
が
.ら

(

間

慣

格

と

か

公

定
.價
省
と
か
，云
ば
す
と
も
實
際
に
於.̂
る
取
引
に
.於
い
で)

.農
村
及
び
農
民
に
貨
幣
額
的
に
は
多
額
な 

貨

幣
.
：購

賈

力

が

廻
.o'

て
.
；̂
る
事
は
事
實
で
あ
ら
う0-
'所
で
並̂

購

買

力

，は

現

實

に

は

ど

う

放

出

さ

れ

.て
ゐ
る
で
あ
ら'う
か
。

.

.

.

. 

. 

— 

.

.

• 

. 

• 

V* 

' 

-

第
.一
に
は
農
業
經
營
に
必
要
な*

材
材
'^

職

入

の

爲

め

對

外

的

に

放

出

さ

れ

て

ゐ

る

で

あ

ら

ハ

っ

ノ

^-
れ

が

同

じ

く

闇

漬

格

の

故

に

並

 々

ら
、
ぬ

芭

部

に

上

っ

て

ゐ

る

事

は

^

^

の
通
り
で
ぁ
る
？.第

1

1
.に
は
.文
化
袖
な
都
市*

品
孀
入
§

爲
め
.に
祠
じ
べ
對
外
的
に
放
出
令
れ
て

'

ゐ
る
。，
之
れ
に
加
ド
る
ベ
き
も
の
は
所
謂
物
交
農
作
紅
に
對
し
て
交
換
さ
れ
る
衣
類
と
か
家
具
調
實
と

.か

、そ
の
_他

の

文

化

用

品

が

含

ま

れ 

.

A

が
、
^;

れ
ら
は
い
づ
れ
も
同
じ
：く±:
'

地
生
產
物
の
1惯
値
.の
»

外
的
放
：出
で
あ
る
。’第
三
に
齡
外
的
放
出
の
系
列
に
人
るt

の
と
し
て
敎 

‘
養
的
厚
生
的
^

は
_

的
な
放
出
が
t

。
'
小
學
校
乃
至
は
中
等
學
校
で
終
ら
ぞ
 

上
級
參
校
に
勉
學
叉
は
技
藝
修
業
の
.

他
地 

.
方

(

都
亦
>

.
に
«-
!?
>
.け
冬
者
も
少
.く
は
な
如
-& '
-

フ
し
.
"、.
又
き
ぅ
し
?:

可
能
性
.
に
も
葸
ま
.
れ
得
.る
.事
-̂

な
る
。.
厚

生

的

面

で

^

^

氣

治

療

と 

.
か
保
養
の
.爲
め
に
す̂

對
’外
的
放
出
が
襄
べ
ら
れ
る',
0

最
後
に
さ
ぅ
し
た11
貢
ヵ
が
地
元
的.に
放
出
さ
れ
る̂

の
と
.し
て
考
へ
‘ら
る
可
き 

.

事
は
勞
働
カ
及
び 
>

.ァ
：ヴ
ィ
.
ス
.の

敗

紅

ど

な

つ

て

規

は

れ

る

务

で.±
地
改
良
レ
か
施
設
の
改
善
又.は
靳
設
^
か
そ
の
具
體
的
事
例
は
色 

色
の
*'

面
に
現
：は*
れ
る
：.で
あ
ら
V

。
へ1*
:

、忠

場

合
.名

從

來

？

ブ
A

f:

施
設
や
設
備
め
全
灘
無
が
：つ

た

ん

」

ろ
で
は
時
間
的
に
^
第
一
次 

に
樹
外
的
放
出■レ
し
-
て
現
は
れ
.
.る
が
、.
第
一
一
次̂

に
は
そ
の
施
設1

#

備
を
地
元̂

運
營
1>
!

て
農
業
坐
^
如
ち
得
た
餘
剩
收
益
が
之
れ 

t;
.
.あ
.て
ら
れ
る
事
に
な
る0
:
斯
ぐ
し
で
エ
場
か
祿
つ
集
も
出
來
务
レ
ソ
ー
學
提
を
眷
る
事
も
出
來
ゾ

^

病

院

^

^

護

婦

を

お

く

凛

も

出

來 

パ
る0
.

?

疼

れ

ば

第

#

つ
て 
t
 
れ
丈
け
人
口̂
 

敗
引.
す

る

事

に

な

る

。
•■
'

>

:

.'■
‘
；
 

‘
.

*>
''
'

; .
:.

L
>.,
 

、；

: '.'

從
來
か
ら
國
土
計
氧
に
於
-̂

て
人
ロ
め
疎
散
や
エ
場
の
分
散
矿
レ
わ
り
ー
と
唱
へ
も
れ
て
な
る
が
、
筆
者
が
人
口

.
やH

場

が

.
そ

れ
丈
け
切 

..
り

離

レ

て

敗
’
在
せ
し
め
得
る
も
の
で
は
な
く

".
‘
そ
れ
に.
は
资
本
と
富
と0

分
散
一̂

又
は
そ
の
大
都
市
集
中
の

.
是
疋
が
必̂

で
'あ.
る
，と
述.

. 

.

.

. 

.
■

.

.

 

.

.

. 

.
.v
;:
>
.
. 
.■ 

.
:■
-

-.
■

■

.

如
 

- 

\ 

•

'■

べ
て
來
た
の
は
此
の
點
に
結
び
つ
か
て
ゐ
る
澗
題
で
あ
る

:0

: 

:':
,

-

:「

^
^
^
^
^
^ ̂

. 

.

 

!

.

、

：

- 

•

次
y

ー
贫
的
で
铽
あ
ら
ぅ
が
人
口
：が
集
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
は

'勞
働
力
の
集
積̂

意

廣

す

る

事

か

ら

；一

づ

の

經

濟

カ

と

宏

.へ
る
。
外
來 

»

資
%

が
此
の
生
產
要
素
を
目
あ
て
にI

の
.±
-M

に
吸
引
^
紙
る
事
は
當
雜
で
あ
る
。
そ.

レて
も
の
土
地
で.造
出
さ
れ
?:

價

观

と

.餘

剩

收

益
 

と
は
同
じ
«

に
»

貿
カ
と
し
て
前
に
述
べ?:
砰
路
を
&

て
，
放

出

さ

れ

て

行

く

。
，
：
：
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-
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大
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人
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規
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:
.
:
-
:
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T
-
l
-六
'
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：'

土,

他

議

經

遺

櫳

暴

有

力

泣®

養

る
*
.

t

を

る

。
應

哪

地

奪

河

：

川
I

の
如
I

通
要
^
^

i.-./
 

. 

r

./
• 

(

四)

以

の

沐

源

的

應

ヵi

l

l

て
、
；
.

I

的

經

濟

没̂ 

vl
:

¥

; ^
も

の

て

、
念

；

W
.

地
：の
非
經
濟S

動
に
5

も0
、： '.

そ

胬

露

は
S

公
課
擎
に 

、.
け
る
。
そ
の
.
例

尨

治
S

に
於
い
て
最i

く

示

兵

て.
f

'

之
れ
f

の
1

の
f

的

經

濟

巖

の

言

一
.
遠

此

還

本

麗

派

生

的

霧

力

：は,̂
日
S

I

免

に

鐘

綜

じ

て
.ぃ

会

が

基

で

あ

り

。

重

的
I

.る
か
識
別
を
：，

許
さ
ぬ
程.
の
ぶ
が
少
く
な
く
、
.
又
そ
れ
■

際
■

態
で
：も
あ
る
■が

^

應.
は
；理
論
的
に
上
派
：の
如
か
析
が
、可
能
I

るC
,

:

.

;
 

广
人
口
を
；吸

9

す
る
經
濟

.
^

は
里
め
如
哈
あ
る

W

ぎ
-,

都
市
人a

ば
經
馨w

社
會
的
に
規
定
さ
れ
ぎ
い
ふ
の
：が
當
然
で
あ
つ
て
' 

き

結
果

：
：：

一
；
國

に

つ

：
い

t

れ
f

的
な
f

あ

れ

ば

農

村

踅

國

も

务

芩

ジ

ゼ

だ

し

更

に

撒

市

踅

國

に

ゾ

て
^̂

市
集
I

I

意

れ

ば

均
I

都

市

ヮ

ヶ

I

今

唯
.

前

に

も

述

泛

_

此

昼

濟

•
社
會
的
規
定
と
な
. 

ら

ん

で

技

潔

蓮

定

の
f

事
i

失
..つ
I

な

義

べ

旣
S

ベ
.
：
.
I

.に
'土
.

資

蒙

利

用

、に
々̂

.
は
±
:
地
の
廣
面
積
利
用
を
原
|

す
る
の
分
故
K
f

何U

そ
の
經

濟

力

が

豐

竄
て
M

業

基

雄

讓

基

？
し
i

村

や

鑛

山

町. 

戈

都

计
化
す
衾

を

得

な.
い
。
蓮

の

：饕

力

の
地
，元
放S

尊

に
行
は
れ
る
と
.そ

の

也

祂

嘉

が̂
^
^

.
つ
て
來
る
.
0

從

？

.
！

ぉ

腾

に

は

農

林

や

鑛

.山

町

の

性

格

が

彳

て

一

づ

i

市
.
C

商

業
'

工

業

、

文

化

的

都

市
}

と

し

てQ

性

格
.

;;-
.同
様
に
交
通
技
術.
.'
建
築
提
術
そ
の
他
の
技
術
侧
係
が
及
ぼ
す
影
響
も_
決
し.
て"輕
視
出
來
な
い
0
後
段
で
も
''ふ
れ
る
と
思
ふ
が
、
胃

頭
.

.

.'
■
■に
述
べ
た
様
に
來
朿
に
働
く
人
々

.
が
自
家
用
車
で1
1
1

十
哩
五
十
哩
遠
方
か
务
通
勤

-
す
る
樣.
に
な
0;
?:
場
合
：、
：
湘
南
地
方
や
千
葉
、

■

大
宮
地

へ
.

•
方

は

そ

の

圭

、
で

東

京

自

體

の

問

題

で

は

齡

<.
.
.な
つ
て
來
て
了
ふ°.
'
'
.同
様
0

石
炭
動
ヵ
は
第
1
,先
產
業
革
命
を
完
成
せ
し
め?:
有
ヵ
な
*:.

.
. .
.

因
で
ぁ
つ
た
が
、、
そ
れ
は
石
炭
產

.
地
に
幾
多
の
エ
業
都
市
を
簇
生
せ
し
；め

.
て
集.
#.

型
を
示
し
た
が
、
電
氣
動
力
は
分
散
化
の
素
因
.と
し
て

,

旣
にJ

i

回
せ
ら
れ
て
か
た
。

ス
チ
ー
ル
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
築
技
術
は
高
曆
速
築
の
經
濟
化
を
賢
現
せ
じ
め
て
都
市
坐
沽
の
立
體
化
を

.

可
能
な
ら
し
め
た
。
飛
行
機
の
發
達
は
高
級
園
薪
作
物
が
必
中
し
も
大
都
市
隣
換
の
土
地
で
栽
培
さ
れ
な
く
て
も
差
支
へ
な
い
技
術
的
可

,

,

i

を
開
い
た
。
電
話
ラ
ヂ
オ
そ
の
他
の
交
通
通
信
技
術
の
發
達
は
各
方
同
の
施
設
に
對
し
、て
也
來
の
襁
造
と
は
異
つ

|:
型
態
を
可
能

 々

ら
し
め
る
で
あ
ら
う
。
，

. 

.

:

\ 

•

 .

 

.
 .

 

• 

: 

: 

•

ノ
 
. 

- 
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*

か
ぐ
の
如
く
考
へる
と
龙
術
が
都
市
聚
落
^
ぁ
り
方
に
及
ぼ
す影
響
の
決
し
て
少
く
な
い事
が
明
腧
と
な
る
で
ぁ
ら
う
。
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大
小
P
人
口
集
團
は
そ
の
土
地
の
經
濟
力
を
中
心
と
'し
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
型
態
は
諸
般
の
技
術
關
係
に
ょ
つ
て
異
な
る
填
は
前
^
述

■

:

べ
仁
通
り
で
ぁ
る
が
、
さ
う
し
た
人

n

集
團
丨

！
聚
落
が
都
市
と
農
村
と
に
分
た
れ
る
の
が
實
態
で
ぁ
り
、
褅
市
に
し
て
も
小
、
中
、
大

•
f
. 

• 

. 

- 

. • 

/ 

• 

I 

-

の
様
々
な
規
模
，を
持
つ
て
一
つ
の
序
列
を
つ.
く
6
て
ゐ
る
°
勿
論
ゥ
井
リ
ア
<.
.

モ
リ.
ス
が
無
何
有
鄕
消
息(

ニ
 

■ュ
ー
ス•-

フ
tl
ム
•
ノ 

.

.
1
ホ 
'へ
J

に
描
い.
て
ゐ
る
様.
に
田
舍
も
都
#
も
な
い
と
い•
ふ
理
想
鄕
や
、
~
田
園
都
市
論
者
が.
考
务
b-
た
様
な
人
ロ
三
萬
人
位
の
小
都
ザ
>
, 

':
-
-
:
,

«
造
で
現
往
の.
都
市
間
題
女
解
決
し
は.
う
と
す
る
考
方
1 :,
對
0
て
ば
、'
吾
 々

.

大
都
市
人
口
.の
塊
制 

•

、 

九

(

ニ

セ

〕
*



.

.

大
都
市
人
口.：
の

規

制

.
，
ニ
.
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(

ニ
.
八〕

:

•1

)
都

會

も

し
,:
-
-
'
-
<
,
ぜ
'^

る
|

ぞ
^

は
田
獨
都
市
型
で
も
あ
る
が1

と

い

ふ

事

は

：充

分

考

：
へ
ら
れ

j

が
、
全
國
土
が
さ
、

r
v

し
た
形
態
で
欉 

成
さ
れ
る
之
い.ふ
：事
は
>
.
容
晷
•^

考
べ
及
ば
な
い
權
成
で
淹
る
パ
癖
に
都
市
め
極
度
の
集
牧
型
は
其
の
可
否
適
否
が
問
題
に
な
る
と
し
て 

も
、
.
.都
市
ぞ
の
も
の
は'
ー.
.
.つ
'0

生
活
_

盤
と
％
て
聚
落
と.し
て
.の
機
能
を
持̂

且
つ
.そ
れ
を
梁
す
；
.必

要

が

あ

り

其

.の

爲

め

に

大

小

の

都

市 

が

1

國
の
聚
落
體
系
の
裡
に
判
然.と
.レ
た
機
能
'を
荀
.つ
と
云
ふ
事
を
認
办
ね
说̂

ら
ぬ
0
:-.
:

そ
こ
で
北
の
項
ー
し
、
は

.都
^

* 

一
い
ふ
事
を
改
め
て
課
題
と
し
て

.見

.た

.
い
..
0

..
:■
.
.
,■.
:

.
 

;

!
-:
•

■

;•
'

:
■
.

- 

:

'

'.
..
:.
■-
.
- 

,.'
■:
.
.
- . 

V

,

'

都
市
丈
け
で
成
立
し
て
ゐ
る
國
が
あ
る
で
■あ
^

、>
か
。
*

代
が
都
市
國
家1?
ノ
テ
ネ
と
か

：

スバル

.タ
と
か
い)

ふ
今
日
の
都
市
が
そ
の
昔. 

ニ
：邊
を
な
し
て
ゐ?:
事
け
對
^

て
名
づ
け̂

名
聯
で
.あ

ら

ぅ

が

、

そ
れ
ら
，ば

.純

然
?:
る

都

市

丈

け

の

存

莅

で

な

く

植

民

地

も

持

て

ば

內

^
 

^
 X

乃
至
は
勞
ヵ
倒€

に)

.

.農

耕

地

も

て

ゐ
7:

で

务

ら

ぅ

。

「

.
モ
.：ナ
コ
と
い
ふ
様
な
铄
殊
存
在
を
考
ふ
れ
’ば

肿

で

あ

ふ

が

、

：

都

市

だ

.け 

•

の
.國
と
い
ふ
事
社
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
全
く
考
へ
ら
れ
な
い
。
同
時
に
吾
々
は

.都
市
ど
い
ふ
時
、.つ
ね
に
そ
の
背
後
地
、.ヒ
ン
ク
.ア
ラ
ン 

;K

と
結
び
つ
け
な
く
て•
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
丁
度
經
濟
史
上
に
於
け
.
る
都
市
經
濟
時
が
、. :

そ
れ
，に
見
る1様

な
.一.都
市
i

之
れ
を
と

り

ま

く
 

ー
圓
，の
地
方
此
の
機
能
的
な
結
ロ
型
體
に
'於

い
'TQ

み
都
市
と
い
ふ
も'Q

が
考
へ
ら
れ
5-

。.

そ
、
れ
故
に•都
市
の
機
能
と
い
ふ
事
は
«
卞 

.
的

に

は

ヒ

.ン

タ

ア

ラ

ン

ド

と

.
の

結

合

體

.に
於
い
て
坐
中
る
機
能
に_外
な
ハ
ら
な
い,0
換
言
す
れ
ば
都
市
は
そ_の
^

ン
タ
ア
ラ
ン
ド
に
對
す
る 

. *
能

と

し

て

サ

ア

ヴ

ィ

ス

に

於

い

て

成

立

し

て

な

る

の

：で

.あ
る0

.

故
に
此
め
サ
ア
ヴ
ィ
ス
が
^
け
れ
ば
都
市
1

じ
<

.
の
機
能
を
失
は.れ
、
, 

都
市
と
.：：>
.て
.の
#.

莅
ば
無
ぐ
な
旮
？
：
.;
:.
'

'
■■
.■:
.

.

へ

■

■'
'
 

.

:

.

■

“

.

.

■
-

■■

し

か

し

都

市

と

？

ノ
タ

.M

フ
ン
ド
の
結
合
體
は
決
し
て
一
様.で
は
な
い0 

.ヒ
ン
.
タ
ア
ラ
.
ン
ド
.，に

廣

狹

が

あ

り

、

あ

は

せ

、
て

都

亦

自

體

に 

も
犬
小
が̂

る
。
田
舍
町
は
附
近
の
農
村
を
ヒ
シ
タ
ア
ラ
ン
.ド
;>
:

し
で
ゐ
る
_が.
,
國
の
首
都
は
全
國
を
そ
の
ヒ
ン
タ
ア
.ラ
ン
に
1
と
し
也
友 

の
大
省
嘛
は
廣
ぃ
地
方1£
且
っ
て
、ヒ
シA

ア
ラ
ン
ド
を
造
り
上
げ
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
ぐ
こ
も
：に
此
の
結
合
體
全
體
に
っ
ぃ
て
一
國
の
聚

.

.

.

.落
構
造
に
一
つ
の
體
系
と
そ
れ
に
よ
る
序
列
と
：が
あ
る
0 
:
■
•
:
.
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然
ら
ば
都
市
の
ヒ；> 
ク
ァ
！r
v

ド
に
.
對
す
る
サ
.

.

ァ
ヴ
.

ィ
.

.ス

と

は

何

か
.°

そ
^.

は
各
聚
落
が
個
々
に.果
す
こ
と
の
、出
來
な'
い
機
能
を
保
つ
：

:

■ 

^

 

-

 -

 

-

 

. 

/ 

♦

-

一

つ 

.

 

.

:

'

-

て
、-
數
個
の
'聚
落
が
共
同
的
に.そ

の

利

财

を

、：
機

能

の

單

ー

の

.所

在

地

に

求

め

る

事

で

あ

る

.-
0

'.
.

.

:

:

.

.- 

.

 

•.
 

»
 

...
 

.
1
 

•

 
•

 

•

 

I
 

.

,

.

:

:■

こ
の
事
か
ら
ニ
つ
の.關
係
が
明
か
.
に
さ
'れ

ね

ば

な

ら

ぬ

0 

:一
：つ
は
一
經
澈
適
度
胜
上
い
ふ
事
で
あ
り
、
.
も
g

• : 

• 

' 

_
 で
あ
る 
0

:
 
.

 

:*
■■
:

*

;■
:
' 

■ 

. 

.
'
,
■:
:

.

'■

、

.：
:

.

.
'■
:

■

':
:

■
.

.

、■

/

■

 

: 

:
 

,

 

.

 

.

 

.

.

 
.

.

 

V

 

ン

.

.

;

二
：
.

.

經
.濟
適
度
性
ど
は-'
各
個
沪
銘
タ
で
は‘そ
の
利
用
を
牠
无
に
求
め’る
事
が
經
濟
的
！
2

不
適
合
の
狀
態
を
指
す
。
满
を
敎
育
施
設
に
と
る
.

.

ノ 

.
へ
と
、
小

擧

校

は

田

舍

容

に

备t

f

o
rt

が

し

中

等

囂
S

杖
々
や
部
落
每i

っ
I

.

經
濟
S

不
可
f

 
 ̂

J

は

附：

一：.

,

■

.へ

.
近
の
村
に
所
莅
せ
し
め
て
。
厕
圍
の
.
い

ぐ

つ

か

め

：村
.々
：^

*

词
に
利
用
す
る
：。
高
等
專
門
學
校
や
大
學
を
田
舍
の
各
町
々
が
港
.つ

事

は

不

-

•

, 

'
.可
能
で
f

o

.

從
っ
て
各
村
々
各
町
々
一
の
人J

子
f

.-
>

誉

校

人
4

 

:
:,
• 

,

.

市
に
遊
學
さ
せ.
ね
ば
な
ら
ぬ
。
：一
又
例
を
政
治
行
政
に
と
れ
ば
各
村
^

は
冲
央
政
府
を
そ
れ
自
體
の
ぅ
も
に
舞
つ
事
：

S

出
來
な
い
。
射
.の
役

•

. 

'

‘…

、
場
ト
持
つ
丈
け
で
ぁ
り、
.

^
ほ
そ
れ
以
_土
の
必
要
が
ぁ
る
場
合.に
ル
^

.

...

央
政
岸
の
满
在
地
な
り
に
直
接
述
絡
を
つ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

'
粧
在
脒
は〗

ぁ
つ
で
も
馨
察
取
著
は.な
い
。
裁
判
所
や
登
記
所
も̂

い
。'
そ
れ
.

.
•:
•
•
; 

i

は̂

.
そ
.の
地
方
.の
中
心
'に
，な
つ
て
ゐ
る
町
や
苽
に
赴
い
て
用
を
辨
：せ
ね
ば

S

ら
ぬ
0
-'

そ
の
他
映
畫
館
、
劇
場
、
病
院
等
い
づ
れ
.も

さ

ぅ

：

■
-
:■

, 

■

 «

 

4
/

 

*

 ■

•

*

 

*

.

で
あ
り
、
.又
買
物
！^
し
て
も
時
と
レ
て
は
地
方
の̂
な
^

^

に
赴
が
ね
ば
な
ら
ぬ-

ど
の
.村
や
町
に
も
，

I.

流
の
首
貨
店
や
高
級
店
が
あ
る.
' '
■
' 

.
ヮ
ヶ
.
に
は
ゅ
が
ぬ
'

つ
ま
り
各
地
が.
そ
の
經
腾
カ
の
，限
界
に
靡
じ1:
各
個
に
持
ぢ
得
る
も
の
ど
持
も
得
ぬ'^
の
.と
、が
あ
.る
。
そ
の
後
者
は

一
定
の
地
點
に
そ
れ
が
お
か
れ
て
周
邊
の
各
祂
が
共
同
し
て
之
れ
を
利
州
し
て
は
じ
め
て
成
立
し
得
る
と
い
ふ
祺
に

‘
な
る
。
之
れ
が
都
布
へ

，

■-
 

- 

- 

■ 

• 

' 

- 

■ 

- 

. 

. 

.

.

. 

■ 

• 

. 

‘ 

. 

•

r:

，
の

ヒ

ン

タ

ァ

ラ
^

サ
ァ
ヴ
ィ
ス
的
結
合
體
の
理
で
あ
る
が
、
玆
に
經
濟
的
高
度
性
か
ら
の
考
察
面
が
あ
る

。

，

、

-

.

」

.

:

*

,
 

'
.
大
都
市
人 a

 

の
規
制
-

_
.
■.
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■

■
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-

.

，て
-

‘

.
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r 

‘
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. 

一
二 
.

ん

：
ー
〇

)

',.

、

^

T
,

^
.

T
 ̂ 
T 

f

 

れ
る
と.

ぃ 
^
i

^
M
r
.

ぐ

讀

な

，
^

屬

林

に

持

議
1

經
濟
ヵ
■

务

姜

零

康

.
基

現

ゐ

.

農

対

養

に

：所

柱

じ

な

ぶ

潘

近.螢
心
的
故
町
か
泰
に
所
在
レ1

る
。
そ
め
町
又
ぜ
市
は
：、
：，

)

'
、
に
.集
め
ら
れ
.た
.附
近
農
衬
の
遼
物 

‘,

を

！

に
：
上

啦

の

^

場

會

通

じ

て

價

値

實

眼

。

具

勝

化

す

^.
。
''
'
-
,
'
:
'

-/
.
へ' '. 
.

,

'

■

. -.‘

.

'

.

.

.

.

.

.

. 

»
. 

- 

*

.

'

.
.

.
 

• 

• 

• 

. 

.

. 

. 

. 

-

•

ノ 
.-

.

.V
.

此
：のj

屈
味
に
於
いT
第
ニ
の
關
係
で̂

る
交
通
_

霸

織

樣

及

す

る
-〕

^
 

.、
な
る
。■

玆
に
. 一

K..

ふ
交
通
經
濟
組
故
と
は
交
通
.

ニ
つ 

:

ネ

ス

の

：開

題

で

は
.な
く
、
、

f
f

の
市
場
關
係
か
ら
ー

K

へ&

交
易
經
濟
と
云‘

方
が
妥
霞
で
ぁ
！
.も
思
は
れ
る
が
、
今I
I

.

る
と
こ 

ノ

ろ
S

間
f

域
的

現

考|

?

忘
|

間

€

佌の
空
間
へ.
i

關

係

き
f

ぃ
4

^
 

經

濟•

甘 

:•
#

坐
活
が
文
字
通
か
典
の.空
間
S

き
.
.
{交
通
.

)

.

に
，結

び

つ

く

ゼ

以

含

咬

通

經

濟

組

^
 

‘
 

,
 

_

.

.

.

.'.'-!若
4

個f

區
が
•此

の

空

間

嗜I

.

必

凜
$

な

电

そ

の.經

濟

，
誉

坐̂
^
 ̂

〕

.と

が

可

能

で

ぁ

つ

た

と

し

た

な

ら

籮

市
 

:

:

現

象

.は

生

じ
て
來
^

ぃ
0

,
何

故

な

ら

ば

そ

ぷ
は
各
聚
落§

:

直

封

鎖

經

濟

で
ま

が
ら
い
.文
.

に

各

個

全
®

の
..ど

の

聚

落

翕 

.

に
嘗
し
て
も
直
接
空
間
的
動
き
を持..

つ
と
い.

ふ
事̂

'

考
へ
ら
.れ
’な
，い
。.
.

•

 

-V...
 

-
 

'
■
 

.

.

.

■

:

, 

.
■ •

:

今

一

方

に
.A
.

B

.

V

C
 

•

D

.1
'-.
と 
4

|

|

考

-
他
方
に
甲.

。
み
 

.

^

か
他
汸
の
甲
.
：
：
、.丁
の
各
個
聚
落
に
銘
々
直
接
に
速
絡
す
$

 

と
は.
不
可
能
！

2

近
ぃ
。
必
中
ゃ
此Q-

空
間
的
動
きi

兩
末
端
の
中
間
に 

V

中
間
的
連
絡
的
役f

凍
す
地
點
を
；ふ
く

め

：た

交

通

網

的

序

列

N

S

I

を

得

な

ぃ

，。
：
此

の

中

間

連

鼢

網

じ

て.

は
：じ
め
，て
5

<d. 

'.
#

個
は
他
方
の
.各
個
に
：っ.

2

り
f

マ

例

示

的

に

云

へ

ば

信

州

の

規

に

家

族

言 

.
で
ゐ
.る
場
所
か
ふ
家
族
，の
疎
關
先
に
運
輸
的
に
/^

通
信
的
に
も
直
接
的
な
空
禰
連
絡
幺
と

.
る
事
は
-
不
可

’ 

1

ふ
0

は
全
然
駄
目
だ
と
：ぃ
ふ
ツ
.

ヶ
，で
な
ぐ
、.

本
人
自
ら
步
ぃ
て
抒
く
か
.
飾
項
で
も
述
べ? :

様
に
乘
用
自
動
車
お.

は
し
ら
せ
ん
か
、
或
ひ

ゾ j

ば
靡
書
鳩
を
利
用
す
る
か
，
叉
は.*^
話
、_
,無
顧
.の
個
人
的
架
設
を
す.れ
ば
幾
分
な
り
と
も
直
接
的
な
連
籍
は
此
來
る
が
ら
、
そ
れ
に
し
て

' 

I

傳
書
鳩
や
•電
話
*

無
線
の
僩
人
：架
設
を
除
く
外
は
、
步
い
て
行
く
.に
し
て
'む
：乘
用
車
を
.は
し
ら
せ
る
に
し
て
も
肝
腎
な
道
路
が
雨
地
間 

^

直
接
に
結
ん
.で
ゐ
な
い1

#

つ
'徒
歩
.で
附
近
の
郊
外
驛
に
出
て
來
て
一
應
市
內
に
入
り
そ
れ
が
ら

.上
野
な
り
新
宿
な
り
か
ら
信
越
線

V
.

 

中
央
線
の
列
車
に
乘
り
ハ
そ
こ
ヤ
目
的
地
に
毋
い
驛
で
ぉ
ヴ
て
、

.

.贺
に
地
方
軌
道
な
り
バ
ス
な
り
に
乗
換
へ
，目
的
地
に
一
麼
近
，い
驛
、

.

.停 

留
所
ヤ
お
，り
て
、
徒

歩

、
.
：
愈
A

固

的

地

に

つ

く

と

令0
;

ツ

'

.-

ィ 

• 

.

.

.

'
比
の
徑
路
を
見
る
と
末
端
と
宋
端
と
の
連
絡
は
幹
線

.
を
通
じ
て
と
い
ふ
事
に
な
.
少
、
'
 

此
の
.幹
線
と
末
端
と
を
つ
な
ぐ
所
が
末
端
各
徵

* 

*...-> 

*

紙
の
.，
外
部
の
世
界
に
結
び
づ
く'出
入
ロ
と
い
ふ
事
に
な
ん
。
信
州
に
用
の
.办
る
凍
京
人
.(

そ

の

他

東

京

附

近

、の

人

.
:々̂
.

)

*S
M

<D

東
郊
* 

に
忭
ん
で
ゐ
て
七
四
郊
、
‘
北
郊
、
南
郊
に
住
ん
で
ゐ
て4

土
_野
驛
か
；澈
§

を
經
由
し
な
矽
れ
ば
な̂

ぬ
様
に
、.
地
方
备
個
め
聚
落
.は
外 

部
に
連
絡
す
る0

に
そ
の
中
心
に
な
る
难
ー;,
.の
.
.町
な
.̂

市
の
出
人
.ロ
を
經
由
し
な
け.れ
ば
な
ら
な
い。
.

.

.1
'

'
.'
'

'.
■

:

,
 

ン
.た
^

し
た
交
通
の
虱
衝
は
結
局
そ§

地
龙
に
.軍
--
-

又
&

少
數
の
.
存

在

で

ぁ0
'
で
、：：

そ
の
：舰_

が
附
派
の
'.

い
く
つ
か
.
の
生
活
基
地
に
對
，
 

し
て
共
同
の
役f

は

た

し

て

ゐ

る

事

で

含

。
ジ'
/

:
へ
/

、

ノ
^

 

、

へ

■/
,

,

. 

パ

. 

.

:

-.•
 

-

 

-

 

--

 

-

 

•

■
■

-
 

,
*

.

'

•

-

 

.

 

.

 
-

-1

-

.--

、

, 

(

六)

’
 

.：

:

,<. 

. 

'

•

-

,

• 

. 

.

+

•

/

.

.

.

- 

. 

ノ
 

•
- 

• 

: 

、
 

. 

•

、
#

<

.

.

-

•

、

.

.
-

是
等
0 ,

事
實
か
ら
見
で
都
市
が
空
間
的
交
通
網
に
於
け
る
鶴
肌
的
機
能
を
持
つ
て
ゐ
ネ
事
が
明
白
に
な
ら
ぅ
。

- #
つ
て
都
市
が
涑
端
地 

點
に
對
レ
尤
爵
的
に
異
賓
的
な
猙
注
で
ぁ
る
事
も
¥

然
と
オ
る0
ご
、：'\
''.
''.

-

'-
V -

: 

.
.

.

:
'..

.

た
r

此
の•
軍
態
を
ア
ィ
マ
ィ
に
す
，る

.
の
：ば‘-

«

市
苜
'§
1.

も
市
满
め
生
乱*:

驰

：
、
淫

活

集

圑

と

し

て

は

末

端

康

落

の

各

個

と

同

- ^
た

と

い 

ふ
點
か•
ら
坐

t

&

。
村
も
町
も
市
も
住
民
の
坐
沽
恶
地
で
ぁ
!)-

、
そ
れ
が
社
會
生
活
製
阒
だ
と
い
ふ
點
で
は
同
じ
現
象
に
外
な
ら
な
い
。 

大
都
市
人|1
の

规

制
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，

，

ニ
ー
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ニニ
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:

勿
論
前
V

も
述
べ
た
#

に
一
方
が
土
地
の
廣
脚
箱
利
洲
を
甚::1

す
る
に
對
し
て
他.方
は
節
密
ri
:

居
住
形
式
を
と
り
：、

一
方
が
少
數
社
#

で 

ぐ
.
'

^

る
に
對
0

て
他
方
は
多
數
社
會
で
為$

:

そ
也
护
ら
各
種
各
樣
の
生
飯
差
真^

^

し
：て
.來

る

ち

 

'聚

落

體

と

し

へ

て

は

；
同

■■
■•一

で

あ

つ

%

'

&

.に

都

谏

の.場

合

に

甘

此

必
%.

的

關

係

と.，
.附

逝

各

她

區

に

對

ず

る

*

同

的

な.對

外

關

係

と

を

藤

別

し

て

考

へ

ね

ば

^

ら

ぬ

事

情

が

 ̂

V
 

>
.
.
. 

:

:

、

/■
:

.

.

、

：
：

,
•:
■
.

'.
:

'

.

、.
'

•

.■
-.
.

.'
、
'■
. 

. 

V

.

.

.

.

.
• 

.

.

. 

-.4

 

- 

. 

.

.
 , 

• 

-
V 

: 

- 

. 

. 

. 

• 

\
 

. 

' 

- 

' 

•

.

.

.

.

.

.

.
 

-

、
十
.

扨
ブ
^

の
都
市
の
ヒ
'
ン.
タ
.ァ
.ラ
ン
ド
.
に
對
す
石
サ
ァ
ヴ
：ィ
マ
結
合
の
形
式
は
>

當
然
旣
に
，述.べ
；
仁

様

に

幾

段

階

:©
序

列

を

持

つ

て

ゐ
 

る
。.
別
自
.體
が
旣
に
中
心
的
で
あ
つ
て
、
.
部
落
に
：對
し
て.中
心
的
な
，機
能.を
持
つ
て
ゐ
る
。
今
假
ね
に
此
の
衝
の
結
合
型
を
か
と
ず
れ
ば 

:

.

%

が

附

零

つ
'
ぃ
_

:

め

緒

龛

に

ん

る

ャ

そ

し

：て

其

§

戍
更
に
上
位
篇
っ
て
附
近
；の
市
と
ナ
ァ
.ヴ
^
 

市 

•;
'
は
8|

の
關
.係
に
な」

る
^
;
然
る
.
.に

此

の

市

ば

更

，に
上

^
 

そ
ぅ
.
し
た
市
は
更
に. 

.

レ
見
：方_

4

心
を
求
め
、
是
等
の'地
方
大
都
市
は
中
央
都.市
最
高
位
の
結
合
體
を
求
め
る
で
あ
ら
5

。
.
從
つ
T

s1

I

S2
か
ら
ミ
に
到
る 

て
'
:段
階
的
序
列
が
出
來
て
來..る
-:
°
,

'

.
丨
：
,
：
 

一

.

,

-

 

.

.

. 

:
■'
■
:

.

.
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市
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す
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功
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程
必
要
Iで
あ
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か

.と

い

ふ

事

が

 

'そ
の
爲
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に
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の
サ
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の
.分
衍
か
；ら<
は
1

め

ね

着

ら

ぬ
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サ
ァ
グ
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圈

Q

廣

狹

：
レ

ょ

り

相
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は

'̂

ケ
て
も
、
系
列
的
に
之
れ
を
分
析
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'
れ
ば
商
業S

H

業

的:(

殊

.に

翁

理

エ

嬸

の

如

き

.
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；
交
通
業
的
公
務
自
由
業
的
な
系
銃
に
分
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.れ
，0
で
あ
ら
.ぅ
0
"
各

震

を

觅

に

分

听

す̂
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:

は

商

業

の

關

係

で

は
•卸」

.小
寶
商
等
'の
物
.品
販
賣
も
あ
れ̂

市
場
.
；.
組
合
も
あ
り
> 

金
融
保
險
證
も
あ
ル
ぼ
娛
樂
議
料
现
飲
食
店
む 
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あ

ら

、
っ
。
：
公

務

自

曲

-»

及

ぞ
<
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各

属

で

行
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嚓
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機

關
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*設

な

ど
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あ

认

多

汸

面

.に

友

ん

ぜ

ゐ

名
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實

證

的

調
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對

次

た

り

得

る

も

の
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為
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唯

こ
.
.、
'
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戒

心

を

、要

す

.る

事
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導
^
 

切
づ
れ
も
歐
：外
的
關
係
に
の
み
專
心
す
る
も
の
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.
、
な

く

、
，
都

市

白

體

.の
地
元
の
»

管

.も
應
じ
て
ゐ
る
、丈.け

に
是
等
の
職
業
活
亂
中
、
對
內
對
外
ゆ
區
別
を
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判
然
と
分
別
す
る
褀
が
必
要
で
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.
あ
る
。
，が
，
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
調
签
的
•に
は
此
の
分
別
が
最
も
围
難
で
あ
る
事
は
想
像
に
難
ぐ
な
い

。
.

'

、

.

:

.

 

..
 

v

 

.

■
 

•

 

- 

C
,

 .  

、
 

.
•

‘ 

.

'
 

■

 
-; 

:

■'

:
■

:
 

... 

'

 

...  

.. 
•

•

*、.
'
■.
.
 

■ 

-

:
.
、

-
 

,

.v
,.
. 

. 

• 
.
 

-
、
 

•
：

.

.

,

.

.

■.
•
'(

.

.

也)

'
,

-

. V

 

'

.

'..'

•.

■:
•

'

'..
r
.

'
; :,
 

' 

• 
.

 '

 
-

 
;

:
,

-
 

' .

.

.

I

へ
■

'.
.
.
.

:•
ダ
：

人
■

:

.'.
 
..

.:
■

;

ン

•*
'.. 

:

.

':
し
か
し
都
市
人
口
が
以-
4
の
機
能
を
艰
す
に
必
要
な
數
量
以
上
に
存
在
し
て
ゐ
る
事
は
事
實
で
あ
っ
て
、
之
れ
は
前
：

4
も
述
べ
た
通
り 

.
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.
坐
產
的
活
動
の.基
地
'と
し
て
o'

別
の
商
を
含
ん
で
ゐ
^
か
ら
ヤ
あ
る0*
:
見
方
を
れ
へ
れ
ば
人
：ロ
集
團
の
あ
る
所
が
附
近
に
對
1

て
の
對
外 

_

的
機
能
ゼ
併
存
せ
し
め
尤
の
だ
と
ゼ
云
へ
る
。

.

確
か
に
今
日
.で
は
大
都
市
に
於
い'
て
.少
く
と
も
她
尨
の#

産
的
'
活
動
、
殊
にH

業
的
活
動 

.

が
入
：

S

膨
脹
：の

最

大

云

っ

て

も

差

支

な

：

.い
。，
し
か
じ
此
の
問
題
は
都
市
發
生
な
り
ぃ
：

.其Q

後
の
發
展
尨
り
に
っ
い
て
い
く
っ
か.の
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系
統
办
存
杻
す
る.事
：を
實
譙
的
調
喪
に_ょ
つ
て
示
さ.れ
る
.の
で
は
な
い
か
土
恩
ぶ
と#

に
.、.
理

氟

的
-̂

は

都

市

性

格

を

そ
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聚

落

機

能
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—
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れ
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れ
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ふ
事
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二
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應
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に
日
塞
國
を
ヒ
シ
夕
ァ
ラ
ン
ノ
ド
と
す
る
政
治
的
金
融
'的
經
濟
的
中
心
で
あ
る
事' 
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に
.對
外
的
世
界
的
連
絡
の
申
心
で
あ
，
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る
事
、11
-̂
擞
多
の
關
係
で
東
日
本
乃
產
ほ
關
凍
她
方
の
中
心
を.
形
成
认
て
：ゐ
る
事
等
は
、東
京
に
於.
け
'る
エ
*
活
動
を
1
應

除

外

じ

て

.考 

:

ぐ
へ
？

I

葡

の

社

會

，
經
濟
的
好
適
|

考
へ
i

論

者

龛

.

明
瞭
で
あ
る
。.
が

、
ヶ

云

ふ

姓

格
.の
.都
市
が
百
萬
を
單
位
と
す
る
で̂
ら
ぅ
事
は
改
め.て
說
く
ま
で
も
な
い
。t:
v'

之
れ
が
果
し
て
百
萬
か.

<

一1
1百
萬
か
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百
离
4

七
百
离
か
と
.い
ふ
.事
に
な
る
と
前
述\,
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た
所
に
ょ
つ
て
精
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許
莫
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し
か
し
;^

頭

に

述

べ

、

樣

に

ノ
.人

ロ

丈

妨.の

事

る

，な

ら

ば

恐

ら

ズ

無

制

限

と

、は
云

^

ぬ
、ま
‘で
も
可
な
ぉ
.の
人
ロ
を
吸
引
し
且
つ 

パ

住

は

ー

せ

名

事

は

患

る
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凑

ら
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.
東

凉

は

：早

く
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ふ

再

萬

©

.

^

■
_
-0
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1
1省

萬

が

舊

市

灼
0:
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藤

飽
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入.0
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あ

る

事
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の
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勢
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數

字
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つ

て

も
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-あ

り
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東«-
人

ね

が
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百
萬
と
か
五 

:百
离
と
か
云
は
れ?:
時
代
そ
の
'超
過
^

^

は
昭̂

七
.部
に
#

併
せ
ら
れ
る
.ま
ー
で
は
辅
在.の
新
市
域
で
あ
る
當
時
の
挪
部
人
ロ
.で
あ
つ
菘
ハ 

,
か
:̂
§

1

»

實
か
ら
見
ヤ
も
？
薪
市
域
に
舊
嵌
內
の
四
、

.

五
：修

に

近

い

人

ロ
.：を

入

れ

ょ

ぅ
.と
思
へ
ば
入
ら
ぬ
事
ば
なW

ら
ぅ
か
ら
三
十 

•
.
五
遞
地
域
：に1

千

萬

の

•人

ロ

が

集

め

ち

れ

ね

と
.

は
ー2 \

へ
ぬ
。
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.

現
に

：戰

前

賴

母

木

市

長

^

時

の

事

と

思

ふ
'が

東

京

人0

一.千

茑
人
の
.場

合

に
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ゅ
就
い.て
の
#

慮

が

や

、
眞

面

目

に

な

ジ

て

考

.
へ
：ら.れ
て
が
た
位
で*
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^
か.
リ
深
し
^

<
文
け
の.
人
ロ
が
ス
幻
ぅ.
ず
と
し
で
も
戰
前
旣
に
.見
土
樣
及
混
亂
や
不
银
や
無
秩
序
を
再
現
す
る
事
な
し
に
そ
れ
が 

可
能
で
あ̂

W
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量
の
問
題
'は
結
厨
、.空
間
：§
^

り
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虎
住
市
民
0,

敷

的

闕

係

で

あ

る

か

ら

、
：
：；此
の
.關

係

を

他

の

が

面

か

ら

考

察

す

る

事 

.
は
可
能
で
あ
る.。
、.：復
興
都
靠
盡
に
於
い
て
健
垒1?
.紀
利
で
且
;2

咼
度
.の
意
味
で
籐
爽
的
な
都
市
生
活
を
可
能
な
ら
し
め
.
ん
と
す
る
に
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は
、
空
間
的
摘
り
と
市
民*-
と
の
'
關

係

兹

準

は

穿

な_
る
'か
。
假
.り
•

市
域
面
積
.
.の
'
四
割
.が
非
住
面
積
X
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公
園
'

膨
揚
、
道
路
、
綠
地 
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な

る

，
上

す

れ
.ば
、
殘
り
め
六̂

に
快
適
に
位
は
せ
、.

か
ぜ
る
に
ば
何
れ
程
の
人
ロ
が
限
度
に
な
今
か
と
云
ふ
方
面
か
ら
の
檢
討
も
可
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能

で

あ

る
.'
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同
時
^

乂
來
東
京
と
、云
ふ
大
名
市
は
三4
-
五
區
の
東
京
都
區
政
地
域
に
慨
ら
れ.̂の
か
、
.川
崎
：
橫
演
V

.
市
川
い
‘
®

和
、
立
川
の
方
面. 

は

ど

ぅ

な

の

，か

、

と

沄

ふ

沏

題

も

.あ
る
と
共
に
"

都
市
立
體
化
.
：の
技.術
的
解
決
も
考.へ
ち
れ
ね
ば
な
ら
ぬ°,
斯
く
€>
.
如
ぐ
考
W

て
來
る
と


-大
肅
市
人
ロ
規
鄭
の
間
題
は
傲̂
と
.し
‘て
解
決
の
手
が
か
り
が
無.い
.と
1

<

0

へ̂'
る
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.(
■
■:此
の
^
題
を
混
亂
に
陷
れ
て
ゐ.る
.ー
づ
，'の
胳
因
试
社
#
的
地
區
坐
、活
集
圓
の
適
度
性
ど
都
市
と
の
考
方
の
混
亂
に
あ
-6
。
..前
者
に 

コ
'
ム

、
、
、
.
几
へ
ニ

テ
‘

ィ

ー

と

い

ふ

.名
'»
^
與
ふ
、'る
|:
す
れ
：は
、.
.數
ナ
H
萬
の
人
口
^
持0
.

太
都
市
の
如
き
.決
し
.て
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f
.

ミ
子
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テ
ィ1
で
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は
無
>
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故
ギ
コ
.ム.
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ュ
ニ
：.テ
.
ィ
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-
と

し

て

0
社
會
的
地
區
#
1活
集
圏
の
人
ロ
^

!
が
：五
萬
と
か
十
萬
と
が
に
あ
つ
て
も
、
前
述
し
亡
様 

h
東
束
め
人
.ロ
.が
を
れ
.で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ.る
の
は
遊
し
き
あ
や
ま
ひ
で
あ
る
プ.
■■
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同
時
に
大
都
市
社̂

は
竹
殊
な
;f
±

t%

桃
成
と
#.
^

性
格
と
を
持
つ
て”

る
の
で
、
之
れ
を
都
市
邪
惡
論
の
梂
に
一
概
に
否
定
し
て
了
ふ 

啡
も
不
可
で
あ
る
。
此
の
方
时
に
说
い
て
は
社
柃
學
的
な
檢
讨
が

0

、1|
1

に
拂
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ。

, 

_ 
'

か
、フ
し
た
叫
题
に
11
つ
で
<
|

す
る
心
邡
で
维
を
と
つ
? :
が
意
外
に
紙
數
を
赀
し
-/
:
の
で
避
等
の
說
则
に
つ
い
て
は
別
の
機
#
に
近
く
發 

表
し
た
七
と
考
へ
、
木
稿
に
は
邡
市
人
：1:
を
^
成
す
る
尜
囚
を
明
か
に
し
!1
つ
都
市
の
機
赴
を
分
析
し
て,

都
市
に
所
在
せ
し
む
可
き
«
 

成
と
必
中
し
も
所
农
せ
し
む
る
咁
を
耍
せ
ぬ
^
^
と
を
分
別
し
て
都
市
人
ロ
说
制
の
考
方
に
對
し
で
私
見
を
陳
述
す
^
に
化
め
る
。
八
，後 

の
大
都
||
3
の
文
化
的
社
泠
的
要
？1
に
關
す
る
硏
究
は
他
日
に
“%
る
。
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